
















異なる３個の実数解　変数定数を分離できない場合

3次方程式 ax3 + bx2 + cx + d = 0 · · · · · · 1⃝の解の個数について，次のようにまとめられる。
3次関数 f(x) = ax3 + bx2 + cx + dに対して，f ′(x) = 3ax2 + 2bx + cの判別式をDとすると

(i) D≦ 0のとき，方程式 1⃝の解の個数は ( )個

(ii) D＞ 0なら，極大値と極小値をもつ。
　 2次方程式 f ′(x) = 0の解を α，β とおくと極大値と極小値は f(α)と f(β)のどちらかである。
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　解が３個のとき
　 f(α) · f(β) 0

　極大値と極小値
　の積が
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　解が２個のとき
　 f(α) · f(β) 0
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　解が１個のとき
　 f(α) · f(β) 0

　極大値と極小値
　の積が



1 　方程式 x3 − 3ax + a = 0が異なる 3個の実数解をもつとき，定数 aの値の範囲を求めよ。

【解答】 a＞
1
4

2 　 aを正の定数とする。方程式 x3 − 12a2x + 16a = 0が異なる 3個の実数解をもつとき，定数 aの値の範囲を求めよ。

【解答】 a＞ 1






